別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：成人病予防費
	事業名:慢性腎臓病（ＣＫＤ）予防対策事業費（地域医療再生基金事業）　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　健康福祉部　保健医療課　地域保健・健康増進担当　電話番号：058-272-1111（内2539）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,600千円（前年度予算額：1,600千円）

	事業内容


	１　事業の内容


年々増加傾向にある慢性腎臓病（ＣＫＤ）は人工透析の予備軍であるため、ＣＫＤの発症や進行を抑制するため、生活習慣病の改善や適切な治療体制の構築を図る。
（１）ＣＫＤ予防対策検討会の開催
（２）ＣＫＤの社会的認知度を高めるための普及啓発

　　　・保健指導従事者及び県民への普及啓発
　（３）下呂市におけるモデル事業の実施及びまとめ
　　　・地域の実情に併せたＣＫＤ医療連携体制の構築に向けた検討
　　　・生涯を通じたＣＫＤ予防体制の整備

　（４）各圏域（保健所）における地域の実情に応じたＣＫＤ対策の検討

（５）岐阜県医療連携事業
・岐阜県ＣＫＤ医療連携会議の開催
・岐阜県版ＣＫＤ医療連携パスの検討、作成

　　　・ＣＫＤ病診連携ガイドラインの普及啓発

　　　・岐阜県糖尿病対策推進協議会との連携
	２　所要経費


　　　慢性腎臓病予防対策事業費　　　　　　　2,600千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
４　生涯を通じての健康づくりに取り組む
○生活習慣病を予防する取組を進める
　
	２　これまでの取組状況


（１）ＣＫＤ予防対策検討会の開催　年1～2回

　　・健診項目の見直し、ＧＦＲに基づく保健指導体制整備

（２）ＣＫＤの社会的認知度を高めるための普及啓発

　　　・保健指導従事者（保健師、栄養士、看護師等）への研修開催

・県民への普及啓発（講演会開催、リーフレット作成・配布）
　（３）下呂市におけるモデル事業の実施

　　　・地域の実情に併せたＣＫＤ医療連携体制の構築に向けた検討

　　　・生涯を通じたＣＫＤ予防体制の整備

　（４）各圏域（保健所）における地域の実情に応じたＣＫＤ対策の検討

（５）岐阜県医療連携事業
・岐阜県ＣＫＤ医療連携会議の設置及び開催（年5回）
・岐阜県版ＣＫＤ病診連携ガイドラインの検討、作成

　　　・かかりつけ医へのガイドライン普及啓発研修
　　　・岐阜県糖尿病対策推進協議会との連携
	３　これまでの取組に対する評価


・医療保険者も検討会メンバーとし、健診項目や保健指導体制の課題等を検討した

結果、地方共済組合及び学校共済組合の健診において、ＧＦＲの算出とその数値に
基づく保健指導を実施することになった。
　　・保健指導従事者への研修によりＣＫＤの認知度が高まり、全ての市町村において

ＣＫＤ早期発見の指標を算出できる検査項目「クレアチニン」が特定健診項目に導

入され、ＣＫＤ予防の取り組みを開始する市町村が増加した。

　　・下呂市をモデルとして、妊婦健診、3歳児健診、学校検尿結果から、生涯を通じた

ＣＫＤ予防体制や市と市内医療機関が連携した保健指導体制や連絡体制の構築に向

けての検討が開始された。その結果を県下に報告し、各保健所が主催で、地域の実
情に応じた取り組みを実施している。
・医療連携事業により、ＣＫＤ患者に早期に介入し治療につなげるとともに、継
続した医療を提供できる体制を維持できるようにするための「岐阜県版病診連携ガイドライン」を策定した。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,600
	775
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	825

	要求額
	2,600
	775
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,825

	決定額
	2,600
	775
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,825


